平成　２９年　６月　２７日
会員各位

「残薬確認に基づく在宅医療ニーズ把握」について

H29医療介護総合確保法に基づく県計画委託事業　「薬剤師による訪問服薬支援体制強化事業」
（一社）青森県薬剤師会　会長　木村隆次
医療保険委員会 青柳　伸一
　薬の患者への重複投与や飲み残しを防ぐため、薬局薬剤師による疑義照会に基づく残薬調整を実施している所ですが、これに伴い、残薬調整を行ってもなお、飲み忘れや管理が不能な場合に
薬剤師による訪問指導の必要性や、他の居宅サービス事業者に情報提供を行い連携する事の根拠となるデータを収集し分析いたします。医薬品の適正使用を実現するために、ご多忙中とは存じますがご協力をお願い申し上げます。
なお、調査結果については適切に取り扱い、個人情報の取扱いに留意致します。
また結果は皆様にご報告するとともに、県事業の成果として発表等で使用させて頂く予定です。
１．残薬・重複等疑義照会の調査概要
1 目的
残薬・重複等の疑義照会の実施状況について（実施数・変更数・削減金額等）

疑義照会を実施した患者の性別と年齢分布、受診医療機関数や使用薬剤数との関係等
残薬・重複の多い薬剤の抽出とその理由について集計結果を医師会・歯科医師会・自治体等
と共有する事により、薬剤師の医薬品適正使用への取り組みを示す。
薬剤師が疑義照会による、処方医と協力した残薬調整を行ってもなお、残薬や
服用・使用困難な場合に、居宅へ訪問指導を行い、その成果を客観的に評価検討する。

※７・８・９月分の調査をいたします。在宅医療を行わなかった場合、在宅医療を行わない薬局についてもこの事業には、ご参加ください。

２．実施期間　：　平成２９年７月１日から平成２９年９月３０日まで　（　3ヶ月間　）
３．添付書類

残薬・重複等疑義照会結果報告書
以　　上

